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謙虚に、誠実に、熱意を持って 

～前回の例会～ 

 『Fermentation the culture!  

        ～日本酒と、人～』 
 

（株）Sake Business Laboratory 
取締役副社長 鈴木 更紗 氏 

 
ご紹介者：藤永 忠利 会員 

 

本日の例会 

クラブ協議会 
（ガバナー補佐訪問） 

  

 

WSET® (Wine＆Spirit Education Trust) 
ロンドンに本部を置くお酒の資格認定する世
界最大の教育機関の講師資格を持っておりま
して、日本のプロバイダーであるキャプラン
ワインアカデミーで講師も務めています。 
（株）Sake Business Laboratoryはちょうど
コロナ禍に創業して、日本産酒類を世界に繋
いでいくお仕事をしています。 
私は「酒は世界を繋ぐ」と思っています。 
グラス一杯のお酒には、その背景、沢山の人、
文化、国地域の特徴、魅力がすべて詰まった
液体がお酒だと感じています。みなさまもス
コッチとかフランスワインとか熱狂的なお酒
があると思います。そうするとその国、造り
手に思い入れが生まれてくると思います。思
い入れの糸が世界中を雁字搦めにしていけば
それこそ世界が平和になって行くのではない
かと願っています。 
日本産の酒類の魅力を海外に発信して行くこ
とによって、日本の風土、カルチャー、発酵
文化、醸造文化そういったところに世界中の
人に思いを持ってもらいたいと思っています。 
 今日は日本酒2種類を持ってきております。
試飲していただきながらそのお酒の背景など
もお話いたします。 
 
 
 

日本酒は原料のお米、お水は当然なのですが、
麹菌、酵母菌、乳酸菌などの菌達、人、日本の
風土などが組み合わさって生まれています。日
本に水稲稲作が入ってきたのが2500年程前と言
われ、そのころから酒造りが始まり長い歴史を
持っています。①日本酒は80%以上がお水です。
日本は豊富な降水量、軟水に恵まれています。 
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氏になっていることも多くなってきました。目に
見えない微生物たちの状態を最高の状態にするの
が杜氏。ここで「culture」のお話しを。「文化」
だけでなく「菌の集合体」のことも「culture」と
呼びます。お酒造りでもタンクの中で菌が増えて
繋がっていきます。 日本酒のculture、日本酒を
日本人が吞む理由とは？ 歴史を振り返ると、五
穀豊穣への感謝、自然からもらったエネルギーを
自然神様に返す。ご飯よりちょっといいものにし
てまず神様に。そのあとに直来として一緒に頂く
という文化が育っていった。稲作⇒村ができる⇒
祭事が行われる⇒お酒を呑んで群れを一つに繋ぐ。
平安時代の庶民の酒盛りの様子の絵があります。
室町後期から酒造りの基礎ができて元禄の頃には
かなり完成。江戸時代に大外食文化すでに花開き、
今の居酒屋の件数と同じくらいの居酒屋がありま
した。製造技術も変化していく中で伝統的な製法、
木桶の製作の維持等、次の300年を考えている酒
蔵さんも増えています。その中で戦後の農地解放、
食管法などで阻まれた酒米の自社田栽培の復活、
自社山からの湧水の使用等を行っている酒蔵さん
もあります。農(ノー)と言える酒蔵の会 9月中
～渋谷でイベントを行う予定です。 
やはりお酒は人を繋ぐcultureを醸成してくれるも
のと思います。 

②糖分に変える日本国菌の
キコウジカビ、それと酵母、
明治時代頃までは発酵の残
りを取っておいて次の発酵
に使っていたが今は様々な
酵母が手に入るようになり、
地域の特徴ある酵母も使わ
れています。③杜氏、昔は
冬の間の出稼ぎで酒蔵さん
に入ることが多かったが、
今は蔵元自らが勉強して杜 
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安井規雄 本日は、本年度５回目の例会です。 
     暑いなかのご出席、有難うござい 
     ます。 
     今後とも宜しくお願い致します。 
 
鞍掛三津雄  私の誕生日においしいお米を 
                       ありがとうございました。  
                                     
                                                             ￥8,000 
          累計           ￥91,160 

第 1661回 例 会 報 告 
 
■ 8月23日 例会プログラム 
 1. 点鐘  
 2. ロータリーソング「日も風も星も」 
 3. 会長報告 
 4. 委員会報告 
 5. 卓話 
 6. 点鐘 
■ 出席報告 
 8月23日 出席者 29名 ビジター0名 出席率 58％ 
 8月  2日 出席者 28名  メーキャップ 2名 計30名 
 会員数53名 出席対象者49名 修正出席率 61％ 
■ビジター（敬称略）  --------- 
 
 ○ 会長報告 
 本日の例会は、2022年8月2日の開催から、 
8月9日、16日と休会でしたから、3週間ぶりの
例会となります。 
 毎年のことですが、「8月6日広島への原爆投
下」、「同９日長崎への原爆投下」、「同15日
終戦」とそれぞれ記念行事が開かれました。 
   77年間、日本では戦争が行われることはあり
ませんでした。    
   しかし、2月24日、ロシアのウクライナ侵攻
は、戦争が現実に起こり得ることを我々に示し
ました。理由は何か。理由の一つにウクライナ
に居住するロシア人の人権を守るためという。
いつの戦争も、自国民を守るためと戦争を正当
化します。     
 戦場では、人は変わります。戦争は人を変え
ます。戦争は人間が人間ではなくなります。戦
争は、子供や高齢者、女性など弱者が犠牲とな
ります。戦争は最大の人権侵害と思います。   
   2019年、ノーベル平和賞を受賞したエチオピ
アのアビー首相は、「戦争は地獄の縮図」とい
いました。なにをやるにしても平和でない限り
できません。   
   お金で何でも取得できる時代かもしれません
が、平和はいくら高い値段をつけられても売る
わけにはいきません。  
   平和を守りたいものです。 
 

 
9月  6日（火）クラブフォーラム 
 
9月13日（火）卓話者：地区米山記念奨学会 
             委員長 柳田 一行 氏 
           （東京恵比寿RC） 
         演 題：未定 
 
9月20日（火）ガバナー公式訪問 
       卓話者：国際ロータリー第2750地区   
          ガバナー 富澤為一 氏           
          演 題：「ﾛｰﾀﾘｰを広げよう」 
     

今後の例会予定 

 
○ 幹事報告 
・大塚さんの地区委嘱状があります。 
・8月30日 クラブ協議会です。 
    (松井ガバナー補佐伊賀グループ幹事) 
・地区ﾛｰﾀﾘｰﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ研修会の案内を配布しました。 

---ピアノ--- 
愛のﾌﾟﾚﾘｭｰﾄﾞ・ｼｼﾘｱﾝｾﾚﾅｰﾃﾞ・しおさい    

○ 委員会報告 
・「夏の一声会について」－藤永親睦副委員長 
 9月9日（金）富士桜CCで夏の一声会開催。 
 前日のBBQもあります。是非ご参加ください。 
 


